
産

業

革

命

期

の

尾

西

機

業

地

域

ー

!
 

j
 

崎

敏

Iま

iJ主

し

き

筆
者
は
か
つ
て
幕
末
よ
り
明
治
初
期
に
お
け
る
尾
西
機
業
地
域
に
つ
い
て
発
表

ω
し
た
が
、

そ
の
続
編
と
し
て
明
治
時
代
の
尾
西
機
業

地
域
に
つ
い
て
発
表
し
た
い
。
明
治
時
代
は
日
本
に
近
代
産
業
革
命
の
波
が
お
し
よ
せ
て
来
た
時
代
で
あ
る
が
、
尾
西
機
業
も
そ
の
影
響

を
受
け
混
乱
と
新
し
い
秩
序
が
生
れ
た
。
織
機
の
革
命
・
外
国
綿
糸
や
綿
花
の
輸
入
・
国
産
機
械
綿
糸
の
導
入
は
江
戸
時
代
か
ら
継
続
し

産業革命期の尾西機業地域

て
き
た
生
産
組
織
を
根
本
的
に
改
革
し
、
地
域
的
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
現
在
尾
西
機
業
が
毛
織
物
の
生
産
地
と
し
て
の
形
態
を
と
る

に
至
っ
た
の
は
、
大
正
時
代
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
は
そ
れ
に
移
行
す
る
時
代
と
し
て
、
ま
た
現
在
の
機
業
地
域
の
基
盤
を
形
成
し
た
と

い
う
点
に
お
い
て
意
義
が
深
い
。
本
文
は
明
治
時
代
を
尾
西
機
業
の
産
業
革
命
期
と
し
て
述
べ
る
。
そ
れ
に
は
こ
の
時
代
の
若
干
の
資
料

を
観
察
し
て
、
こ
の
時
代
の
機
業
地
域
を
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
史
的
要
因
が
如
何
に
現
在
の
尾
西
機
業
地
域
の
形
成
に
大
き
な
役

割
を
も
っ
て
い
る
か
を
述
べ
て
み
た
い
。

ニ
、
資

吟

味

料

の

41 

山
明
治
初
年
の
渡
辺
礼
助
の
資
料

ω
!
l渡
辺
礼
助
(
現
在
の
尾
西
市
三
条
)
が
名
古
屋
の
伊
藤
豊
七
等
と
興
益
組
を
つ
く
っ
た
時
の
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資
料
で
あ
る
。
彼
が
国
産
奨
励
及
び
婦
女
授
産
の
趣
旨
を
も
っ
て
、
県
よ
り
資
金
の
貸
付
を
う
け
、
明
治
十
一
年
に
名
古
屋
に
工
場
を
つ

く
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、
中
島
郡
・
丹
羽
郡
・
葉
栗
郡
の
三
郡
に
わ
た
っ
て
織
屋
・
織
機
台
数
・
生
産
高
・
生
産
品
種
な
ど
を
村
別
に

調
査
し
た
。
こ
の
調
査
は
『
そ
の
頃
の
調
査
』
と
あ
る
が
、
明
治
十
一
年
前
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
機
業
地
域
を
考
察

し
て
み
る
と
、
中
島
郡
四
八
カ
村
・
丹
羽
郡
二
三
カ
村
・
葉
栗
郡
二
七
カ
村
に
及
ん
で
い
る
が
、
木
曽
川
沿
岸
に
沿
っ
た
町
村
に
高
い
密

度
を
も
っ
た
地
域
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
一
宮
を
中
心
と
し
た
と
こ
ろ
に
も
次
の
集
団
が
あ
っ
て
、
東
部
と
西
部
に
ゆ
く
に
従
っ
て
少
な
く

な
る
。
海
部
郡
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
織
屋
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
調
査
し
な
か
っ
た
の
か
、
調
査
し
た
資
料
が
現
存
し
な
い
の
か

明
ら
か
で
な
い
。

第
一
表
は
市
町
村
合
併
前
に
お
け
る
旧
町
村
の
一
宮
・
奥
・
起
・
西
成
・
丹
陽
地
区
の
み
、
筆
者
が
整
理
し
て
掲
載
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
機
業
地
域
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
渡
辺
礼
助
が
調
べ
た
九
八
の
集
落
(
現
在
の

大
字
・
小
字
に
当
る
も
の
)
に
つ
い
て
み
る
と
四

O
戸
以
上
織
屋
の
あ
る
村
が
五
、
二

O
I
三
九
戸
の
村
が
四
あ
る
。
第
一
表
中
に
は
奥

村
、
東
奥
、
小
信
が
前
者
に
属
し
、

一
宮
・
時
之
島
が
後
者
に
属
し
て
い
る
。
と
の
グ
ル
ー
プ
が
当
時
の
機
業
核
心
地
域
で
あ
っ
た
。
も

っ
と
も
其
の
集
落
の
全
戸
数
が
不
明
で
あ
る
か
ら
ん

そ
の
全
戸
数
に
対
す
る
比
率
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
次
に
織
機
台
数
に
つ
い

て
み
る
と
、
奥
村
が
一
、
一

O
二
、
小
信
一
、
一
四

0
・
を
示
し
最
高
で
あ
る
。
当
時
は
出
機
形
式
に
よ
る
も
の
が
、

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
か

ら
必
ず
し
も
村
内
の
織
機
を
使
用
し
た
と
は
限
ら
な
い
が
、

お
も
な
八
集
落
の
織
機
台
数
を
織
屋
数
で
除
し
て
み
る
と
、
奥
村
一
一
了
一

小
信
二
三
・
三
、
起
一
三
・

O
、

一
宮
八
・
三
、
刈
安
賀
新
田
一
二
・
二
、
西
萩
原
一
八
・
七
、
黒
田
一

0
・
四
、
玉
ノ
井
七
・
一
と
な

り
、
織
屋
一
戸
に
対
し
二

O
台
以
上
の
集
落
が
二
、

一
O
台
以
上
が
四
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
高
に
つ
い
て
み
る
と
一
万
円
以
上
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
集
落
が
二
百
・
奥
村
・
東
奥
・
小
信
・
・
起
・
刈
安
賀
新
田
・
中
島
・
黒
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表 1 明治初年における一宮・奥・起・箇成・丹陽の機業

起

& I品 名

一 36 

一 10 49 7，815 I AC H 

91 

43 182 12，485 I AE 

信 48 1，ω(  
起 13 169 20，681 I AE G 

{言 中

品島田 I 
12 108 i 2，712 ! A 

9 119 3，543 AE 

五 6 910 i A 

五

原披il i l 

5 22 1，315 A 

3 15 1，445 AC 

2 15 480 A 

1 531 A 

新 田| 2 6 ! 250 I A 

安 14 298 28，625 AC 

1 15 8，398 AB CH 

900 ヌ刀宝ミミ 良 4 36 A 

大 海 道 17 7，744 AF 

之 島 22 
48911 1 

4，332 A 

部 9 1，061 A 

E気 4 35 1，344 A 

野 2 378 A 

赤 見 2 12 253 A 

下

西

時

瀬

J
U引

l

i

西

成

大

丹

陽 1 猿

尾西織物史の資料より作成した。明治10"，12年ごろ渡辺礼助が中島・丹羽・葉栗の

3郡にわたって調査したものを旧町村名によって整理し，そのうちから一宮・奥・

起・西成・丹陽村の核心弛域のみ掲載した。

A結城縞， Bフランネル， C小倉織， D洋手拭， E帯， F桟留， G綾木綿， H紋羽
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田
で
、
五
、

0
0
0円
以
上
が
一
色
・
下
起
・
西
萩
原
・
野
府
・
宮
地
花
池
・
下
祖
父
江
・
山
崎
・
赤
池
・
北
方
・
大
野
・
西
海
道
と
な
っ

て
い
る
。
織
物
品
種
は
大
部
分
が
結
城
縞
で
九
八
の
集
落
の
う
ち
九
七
が
結
城
縞
を
製
織
し
て
い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ネ
ル
は
五
、
小
倉
織

は一

O
、
洋
手
拭
は
二
、
帯
地
ゴ
コ
桟
留
職
一
ニ
、
綾
木
綿
一
、
紋
羽
五
で
あ
る
が
二
百
7
奥
村
・
小
信
・
起
・
下
起
・
富
田
方
は
三
種

類
以
上
の
織
物
を
生
産
し
て
い
る
。

一
宮
の
如
き
は
結
城
縞
、

フ
ラ
ン
ネ
ル
、
小
倉
織
、
洋
手
拭
、
起
は
結
城
縞
、
帯
地
、
綾
木
綿
が
生

産
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
が
技
術
的
に
も
す
ぐ
れ
、
進
歩
的
な
多
種
類
の
品
種
を
製
織
し
て
い
た
。
ま
た
注
目
す
べ
き
は
養
蚕
地
域

に
接
近
し
た
葉
栗
・
浅
井
地
区
に
は
帯
地
、
玉
ノ
井
・
里
小
牧
な
ど
の
北
部
地
区
、
玉
野
・
阿
古
井
・
仲
野
・
野
府
の
中
央
地
区
に
は
小

倉
織
の
製
織
が
行
な
わ
れ
て
、
地
域
的
分
化
を
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
九
八
村
の
織
屋
総
数
を
調
べ
て
み
る
と
一
、
七
四

O
、
織
機
台
数
八
、
六
五
二
、
生
産
高
は
結
城
縞
四
三
三
、
八
八
四
反
、
綾
木
綿

三
、
四
二

O
区、

フ
ラ
ン
ネ
ル
五
三
、
四
七
五
ヤ
ー
ル
、
小
倉
織
二
一

O
、
四
八
六
ヤ

l
ル
、
紋
羽
五
六
、
二
一

O
ヤ
ー
ル
、
洋
手
拭
三
、
八

二
回
、
ダ
l
ス
、
帯
地
一
八
二
、
四
二
一
筋
と
な
っ
て
い
る
。

開
明
治
二
八
年
の
尾
参
宝
鑑
の
資
料

ω
ー
ー
と
の
資
料
を
検
討
し
て
み
る
と
、
中
島
郡
二

O
、
葉
栗
郡
一
工
場
が
記
さ
れ
、
三
条
村

(
現
在
一
宮
市
と
尾
西
市
)
と
三
輪
村
(
一
宮
市
)
に
は
労
働
者
三

O
O人
以
上
の
工
場
が
夫
々
一
工
場
で
き
、
更
に
神
戸
村
ご
宮
市
)

三
条
村
・
起
町
(
尾
西
市
)
に
は
一

o
o
l二
C
C人
の
工
場
が
で
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
等
の
労
働
者
全
員
が
内
機
に
よ
っ
た
も
の

か
、
出
機
の
農
村
賃
織
を
含
ん
で
い
る
か
明
ら
か
で
な
い
。
女
に
対
し
男
の
労
働
者
の
多
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
出
機
が
盛
大
に
お
と
な

わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
尾
西
地
方
に
バ
ッ
タ
ン
機
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
明
治
二
四
年
で
あ
る
か
ら
、
尾
参
宝
鑑
の
編
集
し
た
二

八
年
に
は
、
能
率
的
な
バ
ッ
タ
ン
機
が
普
及
し
、
内
機
に
よ
る
生
産
も
盛
大
化
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
は
圧
倒
的
に
農
村
賃
織
が
展
開
し

て
い
た
か
ら
、
必
ず
こ
れ
を
利
用
し
て
生
産
の
向
上
宏
計
っ
た
で
あ
ろ
う
。
丁
度
と
の
頃
は
日
清
戦
争
に
よ
る
好
景
気
が
訪
れ
た
時
で
も
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表 2 明治28年の大型織物工場

工場|製造

織

D 羽二重

E I佐織

結城

A 

B 

C 

F 

G 

H 

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

U

 

什
V

へ

一

ハ

リ

ハ

リ

q
L
O
O
F
b
R
υ
1
1
P
U
T
-
F
h
U

ハ
リ
ハ
U
F
h
d

ハり

q
L

市

i
t
i
n
u
n
U
F
h
U
A
U

事
ル
一
十
1

一
Q
U

氏

り

つ

d

A

U

Q

d

9
白

A
喰

凸

w

d

Q

U

4‘
円

t

n

v

円
，

e

F

b

Q

U

Q

U

Q

U

H

U

R

V

A
守

白

河

d

↑
ニ
回
二
日
一

T
A

，ょ
q
u
1
A
1
A

者
一

-
l
i
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
l
l
i
!

一

一

日

U
R
υ

の
L

A

U

A

U

A

U

Z

U

A

U

F

U

F

U

F

U

に
u
n
U
F
h
u
t
-
υ
o
o
q
a
n
U
A
U

ハ
リ
ハ
り

一
女
一

6

4

3

0

3

2

3

8

2

3

5

6

8

2

5

5

5

0

4

4

7

一

↑

1
ム

ワ

釘

1
ム

1

1

9

4

働

一

一
一

一

0

5

一

8

5

5

6

5

6

0

5

5

5

5

7

3

8

一

0

5

0

労
一
男
一

2

1

↑

1

1

1

3

9

2

2

2

2

-

2

2

年
一
一
山
紅

n

M

?

ロ

m
m
幻

叩

7

2

2

U

却

2

元

初

日

お

沼

業

一

治

政

治

化

永

治

創

一

明

文

明

弘

嘉

明

町
i

町
1
州
州
一
村

l

州
1
1
1
E
t
-
-
引
M
W
i
h
州島

宮

グ

川

戸

輪

条

グ

グ

グ

グ

M

M

M

M

輸

甲

光

国
大

奥

一

丸

日

発
綿

綿

物

住同口品

織 一

牧

神

六

三

物

物

織

縞

縞

// 

グ

// 

// 

京市

グ

// 

// 

// 

グ

// 

グ

絹 綿交織 Ij包

グ

グ

グ

// 

紺

縞

織

木

木

尾参宝鑑(明治30年発行)より作成した。器は葉栗郡，其他は中島郡で丹羽郡と海
東部，福西郡はない。昭和12年の旧市町村名によって調べてみると，牧川村と丸甲
村は祖父江町，神戸村は今伊勢町，六輸村は平和村，三輪村と日光村は大和村，三
条村は起町，一宮町は一宮市である O

表 3 明治28年の郡別織物生産高 (単位:1000) 

i綿織物!絹綿交織物!絹織物
数量 l価額数量 l価額数量!価額

1， 712 ! 
25 

葉 栗 郡 | 214 3 i 20 

丹羽郡 148 
44l 1 

5 

海東郡 861 448 5 

海西郡 l 18 16 I 

尾参宝鑑(明治30年)より整理作成した。数量の中島郡と葉栗郡の上欄は単位1000
反』下欄は1000本，価額は1000円。 1000未満は四捨五入した。
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あ
り
、

上
か
ら
育
成
さ
れ
た
機
械
制
の
大
紡
績
工
場
が
完
成
し
、
紡
績
業
に
お
け
る
資
本
主
義
が
確
立
し
た
時
代
で
あ
る
の
で
、
尾
西
機

業
地
域
に
も
大
型
工
場
が
浸
潤
し
始
め
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
頃
か
ら
尾
西
機
業
に
も
産
業
革
命
の
波
が
お
し
よ
せ
て
き
た
の
で
、

そ
の
中

に
巻
き
込
ま
れ
た
零
細
の
織
屋
の
中
に
は
、

つ
ぶ
れ
る
も
の
が
出
来
た
り
、
生
き
残
っ
た
も
の
は
大
規
模
化
す
る
か
、
零
細
経
営
の
ま
ま

手
の
こ
ん
だ
絹
綿
交
織
の
縞
物
を
多
種
類
つ
く
っ
て
、
大
工
場
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
親
織
と
子
織

の
関
係
も
こ
の
頃
か
ら
組
織
的
に
生
じ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
創
業
年
度
を
み
て
も
明
治
二

0
年
代
が
多
い
。
尾
参
宝
鑑
の
資
料
は
日
本

の
企
業
が
資
本
主
義
化
し
て
ゆ
く
過
程
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

第
二
表
を
み
る
と
一
宮
町
の
周
辺
、
特
に
三
条
村
に
大
型
工
場
が
多
く
で
き
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
東
海
道
本
線
が
一
宮
に
通
じ
た

の
は
、
明
治
一
九
年
六
月
で
あ
る
が
、
と
の
こ
ろ
か
ら
江
戸
時
代
に
機
業
の
中
心
で
あ
っ
た
木
曽
川
沿
岸
か
ら
漸
次
、

一
宮
地
方
へ
移
動

し
て
き
た
。
特
に
一
宮
と
木
曽
川
沿
岸
の
中
間
地
帯
が
機
業
の
集
積
を
大
に
し
て
い
る
。

問
実
綿
・
藍
・
桑
の
作
付
面
積
の
資
料
|
|
愛
知
県
統
計
書
や
愛
知
県
毛
織
物
史
川
刊
に
よ
っ
て
、
尾
張
の
七
郡
の
明
治
二
九
年
と
三
八

年
の
も
の
と
、
丹
羽
郡
の
明
治
二

O
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
も
の
と
、
中
島
郡
の
明
治
一
七
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
も
の
を
考
察
す
る
と
、

実
綿
・
藍
・
桑
の
作
付
面
積
の
変
容
が
わ
か
る
。
実
綿
と
藍
作
は
年
々
減
少
し
て
い
る
が
、
特
に
実
綿
が
急
激
に
減
少
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
開
港
後
間
も
な
く
尾
西
地
方
に
洋
糸
(
外
国
綿
糸
)
が
出
廻
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
五
年
ご
ろ
起
や
奥
村
に
洋
糸
を
応
用

し
た
新
規
織
物
を
製
織
す
る
も
の
が
現
れ
て
い
る
。
明
治
一
八
年
二
宮
三
八
市
に
お
け
る
綿
糸
取
引
額
を
調
べ
て
み
る
と
地
糸
は
四
五
、

0
C
C貫
(
一

O
万
円
)
に
対
し
、
洋
糸
は
五
、

一
O
O俵
(
六
五
万
円
)
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
こ
の
頃
に
お
け
る
洋
糸
の
浸
潤
は
甚

だ
し
く
、
地
糸
は
年
々
圧
迫
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
綿
の
栽
培
を
、
減
少
さ
せ
、
農
家
の
副
業
と
し
て
広
汎
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た

綿
糸
製
造
を
衰
退
さ
せ
、
賃
織
が
そ
れ
に
置
変
え
ら
れ
た
。
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実綿・藍・桑の作付面積の~容

品 藍 桑

38 29 38 29 38 

183.8田I 432.4町 522.0町100.0町l

葉栗郡 25.4 i 2.4 64.0 5.5 164. 7 224.0 

107.4 5.9 324.8 22.8 611. 0 1032 1 

東春日井郡 17.4 ! 8.3 46. 7 14.5 438. 7 647.8 

西春日井郡 1佃 8 I 1.0 213.3 12. 7 279.5 158.8 

!海 東郡 162.1 1U.5 336.9 52.8 156.8 116.7 

|海 西郡 11. 2 4.5 190.9 13.8 91. 6 47.4 

表 4
尾張平野(A) 

(B)丹羽郡 (C)中島部

寸瓦綿!藍 桑( ( !畑面積畑町藍 i桑

| 町| 町l 町 町| 町 田町 町
明治20I 650.0: 却 0.1 858.9，明治17I 4193.1¥ 1064.7， 743.4; 7.8 

2512135i603680051(204m11脳 8' 849.61， 

o o! 1::~' ~1! ---~. -， ~rn AI ~~:-:I 
40 I 2.2 36.5 1519.31 25 4400.5 352.4; 985.8 

43 I 0.2' 21. 5 1612.7i 40 4358. l' 13.0 145・5
45 I 1.5 1四 9.6 45 4初 2 12' 飢 3

1

愛知県統計書より作成した。ただし (B)は愛知県毛織物史(玉城章)より抜翠し

て整理作成した。

269.1 

613.6 

716.9 

と
こ
ろ
が
此
の
頃
、
洋
糸
の
圧
迫
だ
け
で
な
〈
殖
産

興
業
の
政
策
に
よ
っ
て
、
大
紡
績
会
社
の
製
造
す
る
国

産
機
械
綿
糸
の
影
響
も
現
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
明
治

一
六
年
に
設
立
さ
れ
た
一

O
、
五

O
O錘
を
も
っ
大
阪

紡
績
会
社
が
、

ま
ず
火
ぶ
た
を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

更
に
綿
作
の
減
退
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
藍
作
は
そ
の
減
退
が
や
や
お
く
れ
て
い
る
が
、
と
れ

は
外
国
染
料
の
出
廻
り
が
、
綿
糸
よ
り
も
や
や
お
く
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
外
国
染
料
は
使
用
法
が

困
難
で
槌
色
し
た
り
、
布
地
を
損
じ
た
り
し
た
の
で
、

染
色
技
術
の
進
歩
す
る
ま
で
は
門
地
元
の
藍
が
使
用
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
一
四
年
愛
知
県
で
は
香

川
県
よ
り
阿
波
藍
栽
培
の
技
師
を
招
い
て
、

巡
回
講
演

と
実
地
指
導
を
な
し
、
藍
作
改
良
伝
習
会
を
聞
い
て
い

る
ほ
ど
、
明
治
の
初
年
に
は
藍
作
を
奨
励
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
も
二
五
年
ご
ろ
を
ピ

l
ク
と
し
て
減
少
の

一
途
を
た
ど
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
島
郡
は
尾
張
地
方



48 

西大海道村(現在一宮市)主要織屋一覧表

年

城

0人
5人

城

12，000反

1人
18人

23，000反 1

1人
30)¥ 

0)¥| 
17人|

岡木綿|綿織物

250 足踏機
機 300 軒 5"'6台

i出機 i4，888反
-男 0人

女 9人

9，222反

表 5

反Q
d
 

-a 
nu 

結

に

男

女

一

結

物

踏

台

一

物

反
一

織

∞

一

A
U

縞

足

辺

一

綿

乞

男

女

綿

機

木岡

出

物

45 年42 30年代20年代年15 

A 

C 

A 

B 

谷

谷

B 林
右
衛
門

城結

0人
5人 i

物

反
織

ω
FHυ 

綿

Q
内
男
女

綿
り
ら
機

ミ

よ

か

ォ
半
機

間
後
出
内

機

i農

C 

A 

B 

長
谷
部

農

C 

A 谷

B 
孫

C 

A職業・製品， B織機台数・生産数量， c労働者数。寄生地主制論(塩沢君夫・川

浦康次)より抜翠し，整理作成した。

助

で
最
も
藍
作
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
二
五
年
の
九
八
六
町
歩
を
最
高
と

し
て
、
四
五
年
に
は
六

O
町
歩
に
減
少
し

て
い
る
。
丹
羽
郡
も
同
様
に
二
五
年
が
六

O
三
町
歩
、
四
五
年
が
一
・
五
町
歩
と
甚

だ
し
い
変
化
を
示
し
て
い
る
。

綿
作
と
藍
作
の
減
少
に
対
し
て
、
桑
の

栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
中
島
郡
に

お
い
て
は
明
治
一
七
年
に
は
僅
か
七
・
八

町
歩
で
あ
っ
た
が
、
四
五
年
に
は
七
一
七

町
歩
、
丹
羽
郡
は
明
治
二

O
年
に
八
五
九

町
歩
、
四
五
年
に
は
一
八
八

O
町
歩
と
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
尾
北
地
方
の
犬

山
扇
状
地
の
末
端
部
に
機
械
に
よ
る
生
糸

の
製
造
が
始
ま
り
、
こ
れ
が
年
々
向
上
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

凶
西
大
海
道
村
の
主
要
織
屋
一
覧
表
の



資
料
同
w
i
l
l
西
大
海
道
村
は
一
宮
市
街
の
中
心
部
か
ら
五
キ
ロ
東
北
に
あ
る
農
村
で
、
現
在
は
一
宮
市
域
に
属
し
て
い
る
。
と
の
資
料
を

吟
味
し
て
み
る
と
、
織
屋
の
成
立
過
程
と
一
宮
付
近
に
お
け
る
機
業
地
域
形
成
の
過
程
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
谷
小
兵
衛
家
は
す

で
に
明
治
七
年
に
農
と
織
屋
を
営
み
、
二
四
年
に
は
労
働
者
一

O
O人
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
内
機
と
出
機
を

兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
う
。
こ
の
一

O
O人
の
労
働
者
は
出
機
に
よ
る
賃
織
が
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
表
に
は
三

0
年
代
に
出
機
と

記
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
出
機
を
営
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
む
し
ろ
出
機
中
心
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
四
五
年
に
は
労

働
者
男
二
人
、
女
一
二
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
人
数
が
内
機
に
よ
る
労
働
者
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
完
全
に
内
機
経
営
に
な
っ
た
の

で
な
く
依
然
と
し
て
出
機
経
営
を
す
て
て
い
な
い
。
そ
れ
は
生
産
高
を
み
る
と
月
平
均
約
六

O
O反
の
生
産
で
あ
る
か
ら
、
女
工
一
二
人

で
は
一
人
平
均
五

O
反
の
生
産
と
な
る
の
で
、

と
う
て
い
一
二
人
の
女
工
に
お
い
て
は
生
産
不
能
で
あ
る
。
当
家
は
更
に
大
正
七
年
に
は

男
四
人
、
女
三
七
人
の
雇
用
労
働
者
を
も
ち
足
踏
機
一

O
O台
を
設
備
し
て
、
絹
綿
交
織
物
を
二
二
、
三

O
O反
生
産
し
て
い
る
。
足
踏

産業革命期の尾西機業地域

機
は
一
人
一
台
の
操
作
で
あ
る
か
ら
、
三
七
人
の
女
工
で
は
一

O
O台
を
操
作
す
る
と
こ
は
不
可
能
で
あ
る
。
や
は
り
出
機
経
営
を
す
て

な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
大
正
九
年
に
は
豊
田
二
巾
力
織
機
(
鉄
製
)
を
五

O
台
、
大
正
一

O
年
に
は
一
二

O
台
と
増
加
し
て

飛
躍
的
な
発
展
を
し
て
い
る
。

し
か
し
此
の
よ
う
に
順
調
に
伸
び
て
き
た
織
屋
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
正
一
一
年
に
廃
業
し
て
い

る
と
と
ろ
を
み
る
と
、
大
戦
後
の
恐
慌
の
影
響
を
う
け
没
落
し
た
と
思
わ
れ
る
。

谷
林
右
衛
門
家
は
二

0
年
代
に
は
五

O
軒
の
出
機
を
も
ち
、
四
二
年
か
ら
内
機
と
出
機
を
併
用
し
て
き
た
。
大
正
二
年
は
男
七
人
、
女

二
O
人
を
雇
用
し
て
一
二
、

0
0
0反
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
も
労
働
者
数
と
生
産
高
か
ら
み
て
出
機
生
産
が
含
ま
れ
て
い
る
と

み
て
よ
い
。
大
正
八
年
に
は
豊
田
二
巾
動
力
織
機
(
鉄
製
)
を
採
用
し
て
発
展
し
て
い
る
が
、
大
正
二
一
年
に
廃
業
し
た
。
当
家
も
大
戦

49 

後
の
恐
慌
の
波
に
乗
っ
て
い
る
。
両
谷
家
は
明
治
・
大
正
初
期
の
尾
西
の
織
屋
が
歩
ん
だ
道
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
商
品
生
産
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の
先
頭
に
立
っ
て
、

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
し
て
い
る
が
、
恐
慌
に
亘
面
す
る
と
も
ろ
く
も
倒
産
し
て
い
る
。

と
れ
に
対
し
長
谷
部
雄
健
家
は
明
治
初
年
に
は
農
と
小
売
商
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
八
年
か
ら
出
機
を
始
め
三
O
年
に
内
機
を
と
り
入

れ
、
四
五
年
に
は
男
一
人
、
女
三
O
人
を
一
雇
一
周
し
て
二
三
、

0
0
0反
を
生
産
し
、
大
正
二
年
に
は
足
踏
機
四
五
台
を
設
備
し
て
い
る
。

そ
し
て
よ
く
大
戦
後
の
不
況
を
乗
り
越
え
て
現
在
も
営
業
を
つ
づ
け
て
い
る
。
谷
孫
助
も
長
谷
川
新
左
衛
門
も
長
谷
部
雄
健
家
と
同
じ
よ

う
な
歩
を
し
て
い
る
が
、
明
治
の
初
期
に
は
い
ず
れ
も
自
小
作
貧
農
層
に
属
し
て
い
た
。
こ
れ
が
織
屋
稼
業
に
よ
っ
て
地
主
層
ま
で
仲
び

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
廃
業
す
る
も
の
開
業
す
る
も
の
、

さ
ま
ざ
ま
の
形
態
に
よ
っ
て
尾
西
機
業
地
域
は
拡
散
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る。
開
明
治
末
期
の
県
統
計
資
料

1li第
六
・
七
表
は
明
治
四
一
年
の
統
計
資
料
か
ら
抜
翠
し
て
整
理
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
資

料
に
つ
い
て
明
治
末
期
の
尾
西
地
方
の
機
業
地
域
を
考
察
し
て
み
る
と
、
機
業
戸
数
の
分
布
は
中
島
郡
六
、
四
三
九
(
う
ち
賃
織
が
八
三

%
)
葉
栗
郡
二
、
七
四
O
(
七
九
%
)
海
東
郡
三
、
三
五
四
(
七
七
%
)
海
西
郡
一
一
七
七
(
九
八
%
)
丹
羽
郡
四
二
二
O
(
八
六
%
)
東
春

日
井
郡
一
、
一
五
O
(
九
八
%
)
西
春
日
井
郡
二
二
九
(
九
七
%
)
で
あ
る
が
、
賃
織
が
七
七

l
九
八
%
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
織
屋
と

称
せ
ら
れ
る
も
の
は
中
島
郡
一
、
O
七
八
、
葉
栗
郡
五
五
四
、
海
東
郡
八
五
四
、
海
西
郡
二
七
、
丹
羽
郡
五
七
七
、
東
春
日
井
郡
一
三
、
西

春
日
井
郡
六
と
な
る
。
こ
の
中
に
は
工
場
・
家
内
工
業
・
織
元
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
こ
の
組
み
合
せ
が
異
っ
て
い
る
。

中
島
郡
は
工
場
が
一
一
%
、
家
内
工
業
五
三
%
、
織
物
元
三
六
%
、
葉
栗
郡
四
%
、
七
七
%
、

一
九
%
、
海
東
郡
二
%
、
八
一
%
、

七

%
、
海
西
郡
一
五
%
、
七
O
%
、

一
五
%
、
丹
羽
郡
八
%
、

一
五
%
、
七
七
%
、
東
春
日
井
郡
八
%
、
八
%
、
八
四
%
、
西
春
日
井
郡
三

三
%
、
O
M
m
、
六
七
%
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
島
郡
は
三
者
と
も
比
較
的
多
く
、
海
西
郡
は
工
場
と
家
内
工
業
が
多
く
、
葉
栗
郡
・

海
東
都
は
家
内
工
業
が
極
め
て
多
く
、
丹
羽
郡
は
織
元
が
多
い
。
東
春
日
井
郡
・
西
春
日
井
郡
は
織
屋
の
数
が
極
め
て
少
な
い
が
織
元
の
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明治41年の機業戸数，織機数，労働者数

1k 機 業 戸 数 織 機 数 ! 労 働 者 数

場!室皇(織元|賃織|計力織機(手織機i男 | 女

中 島

郡郡郡

503
1 
4，237 380， 5，3611， 6， ~3~1 94?0， 

葉 栗 103 2，186 2，740' 55! 4， 33110，394 

海 東
， _' __J _' __，[ 

4， 3，254 14~1 :' ~~~: ~'~~:I =1 ~， 
海 西 郡 日 oi日 712， 50! 1，357 

丹 羽 郡 1815，308 1 

東春日井郡 I，137lL15012， 3， 1，15 

西春日井郡 2231 229 51 236 

表 B

愛知県統計書より作成した。中島郡の中に一宮市を含む。綿白布の製織を主とした

丹羽郡に力織機の浸潤が多いこと。農村賃織が盛大であったこと，織機をほとんど

有しない織元と称する織屋が多かったことなど注目される。

表 7 明治41年の織物生産価額 (単位:1000円)

|綿織物 I絹織物I翌織務|!雲綿市布類警l|s問!! 交開織物 I 其 他I言十

中島郡 3，121 8 2，776 2 160(8%) ー 6，067 

葉栗郡 358 188 220 75 (9) ー 841 

海東郡 407 542 

海西郡 73 73 

丹羽郡 1，430 428 38 3 1 7(0，3)1 7 1，876 

東春日井郡 48 83 1 

西春日井郡 70 70 

比
率
が
高
い
。

次
に
織
機
数
を
調
べ
て
み
る
と
中
島
郡

と
丹
羽
郡
が
一
万
台
を
突
破
し
、
後
者
は

力
織
機
が
甚
だ
多
い
。
こ
れ
は
綿
織
物
の

愛知県統計書より整理作成した。金額は1000円未満は 4捨 5入。

生
産
を
行
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た

中
島
郡
・
丹
羽
郡
は
賃
織
の
所
有
す
る
手

織
機
の
多
い
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る

が
、
比
較
的
狭
い
面
積
を
も
っ
葉
栗
郡

海
束
郡
も
賃
職
手
織
機
が
多
い
。
中
島

郡
・
海
西
郡
の
織
元
は
織
機
を
所
有
せ
ず

も
っ
ぱ
ら
賃
織
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
力
織
機
と
手
織
機
を
比
較

し
て
み
る
と
、
手
織
機
が
圧
倒
的
に
多

く
、
工
場
組
織
を
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ

も
、
ほ
と
ん
ど
手
織
機
に
よ
っ
て
織
物
を

生
産
し
て
い
た
。
中
島
郡
に
つ
い
て
調
べ

て
み
る
と
一
工
場
平
均
に
し
て
手
織
機
一
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九
台
、
力
織
機

0
・
七
台
、
葉
栗
郡
は
手
織
機
一
一
台
、
力
織
機
二
・
五
台
と
な
っ
て
い
る
。
織
物
品
種
別
に
み
る
と
中
島
郡
は
綿
織
物

と
絹
綿
交
織
物
、
葉
栗
郡
、
丹
羽
郡
は
そ
れ
に
絹
織
物
が
加
わ
り
、
海
東
郡
・
海
西
郡
は
綿
織
物
が
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る
c

ま
た
毛
織

物
が
僅
か
浸
潤
し
て
き
た
が
、
特
に
中
島
郡
と
海
東
郡
に
そ
の
拠
点
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
大
正
時
代
の
セ
ル
ジ
ス
全
盛
を
極
め
た
中

心
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
海
束
郡
は
生
産
価
格
か
ら
み
る
と
工
五
屈
を
示
し
て
い
る
。

機

業

地

域

の

構

造

川
木
曽
川
沿
岸
か
ら
内
陸
部
へ
の
拡
散
と
集
積

江
戸
時
代
の
河
川
交
通
を
主
と
し
て
い
た
時
代
は
、
木
骨
川
沿
岸
が
機
業
の
核
心
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
北
部
の
黒
田
村
(
現
在
木

曽
川
町
)
中
部
の
奥
村
(
一
宮
市
)
起
村
(
尾
西
市
)
南
部
の
下
祖
父
江
(
祖
父
江
町
)
を
頂
点
と
し
た
機
業
文
化
扇
状
地
の
発
生
と
み

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
頂
点
は
美
濃
地
方
へ
の
渡
場
に
近
か
っ
た
り
、
木
曽
川
の
河
港
で
も
あ
っ
て
早
く
か
ら
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
。
明

五
O
O台
以
上
の
織
機
を
有
す
る
も
の
を
調
べ
て
み
る
と
、
中
島
郡
に
お
い
て

治
初
年
に
お
い
て
一
集
落
に
四

O
以
上
の
織
屋
が
あ
り
、

は
奥
村
・
小
信
、
葉
栗
郡
に
お
い
て
は
玉
ノ
井
・
黒
田
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
は
中
島
郡
で
は
東
奥
・
一
ノ
宮
・
中
島

吉
藤
・
下
祖
父
江
・
阿
古
井
・
刈
安
加
新
田
・
起
村
・
蓮
池
で
あ
り
、
葉
栗
郡
で
は
北
方
・
島
・
大
野
・
富
塚
・
里
小
牧
・
光
明
寺
・
尾

関
、
丹
羽
郡
で
は
時
之
島
・
西
大
海
道
で
あ
る
が
、

一
ノ
宮
・
時
之
島
・
西
大
、
海
道
を
除
け
ば
何
れ
も
、
木
曽
川
よ
り
約
二
キ
ロ
メ

l
ト

ル
の
距
離
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
地
域
が
時
代
が
た
つ
に
従
っ
て
、
漸
次
内
陸
部
へ
拡
散
し
て
行
っ
た
。
特
に
明
治
一
九
年
六
月
一
宮
駅
が

開
業
し
て
名
古
屋
と
結
ば
れ
、
七
月
木
曽
川
駅
、
二

O
年
一
月
岐
阜
駅
が
で
き
て
東
海
道
線
が
開
通
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
内
陸
部
へ
の

浸
潤
が
顕
著
に
著
れ
て
き
た
。
木
曽
川
の
水
運
か
ら
東
海
道
線
の
鉄
道
へ
と
輸
送
の
動
脈
が
転
換
す
る
に
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
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当
然
で
あ
ろ
う
が
、

工
場
制
工
業
の
成
立
と
共
に
、

そ
れ

が
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。

尾
参
宝
鑑
に
よ
る
明
治
二
八
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
ニ

出織地域の拡散

一
の
う
ち
創
立
年
度
が
明
治
年
代
の
も
の
(
一
工
場
は
不

明

一
七
工
場
の
な
か
で
、

一
一
工
場
が
鉄
道
と
関
係

が
深
〈
、
内
陸
部
に
立
地
し
て
い
る
。
そ
し
て
と
の

工
場
の
う
ち
半
数
以
上
が
明
治
二

O
年
以
後
の
七
年
間
に

図 l

創
業
し
、
残
余
が
文
化
年
聞
か
ら
明
治
一
九
年
に
及
ん

で
い
る
。
し
か
も
こ
れ
等
の
創
業
の
古
い
工
場
も
、
明
治

二
O
年
以
後
急
激
に
大
規
模
化
し
て
い
る
。
た
だ
尾
参
宝

か
、
出
機
が
混
入
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
出
機
が
主
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
尾
西
地
方
に
バ
ッ
タ
ン
機
(
高
機
)
が
使
用
さ

鑑
の
資
料
は
、
工
場
の
経
営
が
内
機
の
み
に
よ
っ
た
も
の

れ
始
め
た
の
は
、
明
治
二
四
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
居
座
機
で
は
、
内
機
に
よ
る
大
規
模
化
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
二

い
わ
ゆ
る
マ
ニ
ュ
的
形
態
が
急
増
し
、
や
が
て
工
場
制

四
年
以
後
の
バ
ッ
タ
ン
機
使
用
の
時
代
に
な
る
と
、
内
機
経
営
が
盛
ん
に
な
り
、

西
機
業
の
大
半
を
に
な
っ
て
い
た
。

工
業
へ
前
進
し
て
い
た
。
し
か
し
マ
ニ
ュ
的
な
も
の
が
成
立
し
て
も
、
出
機
は
依
然
と
し
て
盛
大
を
極
め
、
こ
の
出
機
に
よ
る
生
産
が
尾

&3 

明
治
初
年
と
明
治
四
一
年
の
両
資
料
を
比
較
し
て
機
業
地
域
の
拡
散
と
集
積
を
調
べ
て
み
る
と
、
中
島
郡
に
お
い
て
は
機
業
戸
数
が
五
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O
三
か
ら
六
、
四
三
九
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
四
一
年
は
工
場
二
ゴ
了
家
内
工
業
五
七
六
・
織
元
三
八

0
・
賃
織
五
、
三
六
一

と
な
っ
て
お
り
、
約
三

0
年
聞
に
急
激
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
調
査
指
標
が
必
ず
し
も
同
じ
で
な
い
か
ら
数
値
だ
け
で
は
比

較
に
な
ら
な
い
が
、

工
場
制
工
業
・
マ
ニ
ュ
的
な
家
内
工
業
が
著
し
い
進
展
を
示
し
て
い
る
こ
と
、

工
場
を
有
し
な
い
織
元
と
賃
織
組
織

が
網
の
白
の
よ
う
に
、
こ
の
地
域
を
充
填
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
中
島
郡
の
織
機
数
を
調
べ
て
み
る
と
、
明
治
初

年
は
五
、
五
七
九
台
、
四
一
年
に
は
一

O
、
三
五
一
台
で
、

し
か
も
後
者
は
力
織
機
が
九
四
台
含
ま
れ
て
い
る
。
葉
栗
郡
は
明
治
初
年
の

機
業
戸
数
三
四
四
、
織
機
二
、
四
九
一
台
が
、
四
一
年
に
は
前
者
が
二
、
七
四

O
、
後
者
が
四
、

五
七
四
台
(
力
織
機
五
五
台
含
む
)
、

丹
羽
郡
は
明
治
初
年
は
機
業
戸
数
九
七
、
織
機
六
一
三
台
が
、
四
一
年
に
は
前
者
四
、
二
二

O
、
後
者
一

O
、
九
三
五
台
(
力
織
機
一
、

0

九
八
台
を
含
む
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
丹
羽
郡
の
数
値
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
域
的
に
東
方

内
陸
部
に
向
っ
て
、
機
業
が
深
く
喰
い
込
み
、

し
か
も
尾
西
地
方
の
在
来
か
ら
の
絹
綿
交
織
を
主
と
し
た
手
の
こ
ん
だ
縞
物
に
対
し
て
、

大
量
生
産
を
目
標
と
し
た
白
布
中
心
の
綿
業
地
域
が
形
成
し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
丹
羽
郡
は
養
蚕
地
帯
を
も
ち
、
製
糸
の
マ
ニ
ュ

的
形
態
が
早
く
成
立
し
、
産
業
革
命
の
進
行
と
共
に
工
場
制
工
業
の
移
行
が
す
み
や
か
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
一
宮
付

近
の
よ
う
な
拠
点
が
派
生
し
て
い
る
。

一
方
中
島
、
葉
栗
両
郡
を
中
心
と
し
た
手
織
に
よ
る
集
積
の
限
度
が
、
す
で
に
限
界
に
達
し
、
む

し
ろ
そ
れ
を
乗
り
越
す
た
め
に
地
域
の
拡
大
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
賃
織
地
域
の
拡
大
と
し
て
丹
羽
郡
の
中
に
、

は
み
出
て
行
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
両
毛
地
方
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
明
治
初
年
と
四
一
年
を
比
較
し
て
織
機
の
増
加
率
を
み
る
と
、
中

島
郡
と
葉
栗
郡
は
一
・
八
倍
で
あ
る
が
、
丹
羽
郡
は
一
七
・
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
東
方
地
域
と
同
時
に
海
東
・
海
西
・
東
春
日
井
・
西
春
日
井
郡
に
向
っ
て
、
賃
織
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
。
明
治
四
一
年
の

資
料
に
よ
る
と
海
東
郡
・
海
西
郡
の
場
合
は
機
業
戸
数
が
前
者
が
三
、
三
五
回
、
後
者
が
一
二
七
七
、
織
機
が
、
前
者
が
六
五
二
四
台
、



後
者
が
六
、
七
二
台
(
力
織
機
九

O
台
を
含
む
)
、
東
春
日
井
郡
・
西
春
日
井
郡
は
機
業
戸
数
が
前
者
が
一
、
一
五

O
、
後
者
が
二
二
九
、

織
機
が
前
者
が
二
、
五
四
一
台
(
力
織
機
一

O
台
を
含
む
)
後
者
が
五
八

O
台
(
力
織
機
四
五
台
を
含
む
)
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

に
東
部
の
畑
作
地
域
か
ら
南
部
の
水
田
湿
地
地
帯
に
向
っ
て
著
し
い
拡
散
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
現
象
は
大
正
末
期
に
力
織

機
が
手
織
機
と
交
替
現
象
を
始
め
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
周
辺
地
域
は
賃
織
が
主
で
、
織
屋
と
称
さ
れ
る
工
場
・

家
内
工
業
・
織
元
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
織
屋
に
対
す
る
賃
織
の
比
率
を
調
べ
て
み
る
と
核
心
地
域
は
少
な
く
、
中
島
郡
は

織
屋
に
対
し
賃
織
が
四
・
八
倍
、
葉
栗
郡
は
三
・
九
倍
、
海
東
郡
は
二
・
九
倍
で
あ
る
が
、
丹
羽
郡
は
六
・
三
倍
、
海
西
郡
は
四
四
・
二

倍
、
東
春
日
井
郡
は
八
七
・
四
倍
、
西
春
日
井
郡
は
三
七
・
一
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
織
屋
の
経
営
規
模
の
大
小
に
も
よ
る

カ1

一
般
的
に
み
て
周
辺
地
域
が
賃
織
地
域
を
形
成
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
核
心
地
域
の
織
屋
は
こ
れ
等
の
周
辺
地
域
に
向

っ
て
、
賃
織
圏
の
拡
大
を
計
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
手
織
時
代
に
お
い
て
は
、
核
心
地
域
の
集
積
が
一
定
の
限
界
を

産業革命期の尾西機業地域

示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
距
離
は
一
日
で
往
復
出
来
る
範
囲
が
限
界
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
機
業
文
化
扇
状
地
は
拡
散
と
集
積
を
ま
す
ま
す
大
に
し
、

や
が
て
文
化
扇
央
部
に
発
達
し
た
一
宮
市
と
津
島
市
、
文

化
扇
端
部
の
江
南
市
を
そ
の
核
心
地
域
と
し
て
、
次
の
時
代
の
機
業
地
域
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
尾
西
地
方
に
機
業
都
市
が
成
長
し
た
の

も
、
こ
の
産
業
革
命
期
で
あ
る
。
そ
し
て
綿
作
と
組
糸
部
門
を
崩
壊
さ
せ
た
産
業
革
命
が
、
広
汎
に
わ
た
る
農
村
賃
織
地
域
を
形
成
さ
せ

更
に
こ
れ
が
次
の
力
織
機
時
代
に
な
る
と
都
市
集
中
と
い
う
様
相
を
示
し
て
い
る
。

木
曽
川
西
岸
の
美
濃
地
方
は
尾
西
地
方
の
賃
織
地
域
に
な
っ
た
が
、
独
立
性
を
有
す
る
機
業
地
と
し
て
の
発
達
は
弱
く
、

た
だ
笠
松
・

竹
鼻
(
羽
島
市
)
地
域
が
や
や
独
立
性
を
も
っ
た
程
度
で
、
尾
西
地
方
の
よ
う
な
盛
大
な
機
業
地
と
し
て
の
発
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
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こ
れ
は
こ
の
地
方
が
江
戸
時
代
よ
り
水
害
常
習
地
域
で
あ
り
、
水
田
湿
地
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
綿
作
の
栽
培
が
不
利
で
あ
り
、
耕
地
面
積
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も
広
く
純
農
村
地
域
で
企
業
に
対
す
る
関
心
が
薄
弱
で
、
機
業
地
と
し
て
の
基
盤
が
強
靭
で
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
尾
西
の
賃
織

地
域
と
し
て
も
木
曽
川
や
輪
中
の
各
所
に
点
在
す
る
大
小
の
河
川
と
湖
沼
が
機
動
性
を
も
っ
賃
織
に
は
不
便
で
あ
っ
た
の
で
、

さ
ほ
ど
成

長
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
輪
中
地
域
は
尾
西
機
業
地
帯
へ
の
労
働
力
供
給
地
で
あ
っ
た
。
実
に
木
曽
川
を
境
界
と
し
て
尾
張
と
美
濃

の
地
域
性
が
機
業
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
両
者
の
地
域
差
を
一
一
層
大
な
ら
し
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

問
機
業
地
域
の
地
域
性

明
治
末
期
に
お
け
る
尾
西
機
業
地
域
の
東
部
は
犬
山
市
か
ら
江
南
市
・
岩
倉
町
を
結
ぶ
線
上
で
限
界
が
決
定
さ
れ
、
南
部
は
海
部
郡
の

南
端
、
北
部
と
西
部
は
木
曽
川
を
僅
か
越
し
た
線
上
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
木
曽
川
町
・
一
宮
市
・
津
島
市
を
結
ぶ
南
北
の
地
位
層
を
み

る
と
、

そ
の
機
業
文
化
の
堆
積
層
が
幕
末
か
ら
明
治
末
期
ま
で
の
聞
に
、

一
宮
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
最
も
高
く
津
島
市
と
そ
の
周
辺
が

と
れ
に
次
い
で
い
る
。
木
曽
川
沿
岸
の
木
曽
川
町
か
ら
一
宮
市
に
至
る
地
域
は
古
い
地
位
層
の
上
に
更
に
堆
積
し
、

一
宮
市
及
び
そ
の
周

辺
と
津
島
に
至
る
地
域
は
、
明
治
中
期
か
ら
末
期
に
至
る
堆
積
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
起
町
(
尾
西
市
)
・
一
宮
市
・
古
知
野
町
(
江
南

市
)
を
結
ぶ
東
西
の
地
位
層
を
み
る
と
、
古
い
起
地
区
の
地
位
層
の
上
に
新
し
い
堆
積
が
甚
だ
し
く
、
と
れ
が
一
宮
市
に
連
続
し
て
古
知

野
町
に
及
ん
で
い
る
。
起
・

一
宮
聞
は
ほ
と
ん
ど
傾
斜
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
古
知
野
に
向
つ
て
は
急
傾
斜
を
示
し
、
不
連
続
線
を
若
干

認
め
る
。
そ
し
て
こ
の
堆
積
は
鞍
物
の
種
類
と
生
産
の
程
度
、
そ
れ
に
織
機
と
の
関
係
に
お
い
て
地
域
分
割
が
行
な
わ
れ
、
独
特
の
地
域

性
を
形
成
し
た
。

今
こ
れ
を
第
三
図
に
よ
っ
て
観
察
し
、

地
域
性
を
検
討
す
る
と
、

葉
栗
郡
は
力
織
機
の
浸
潤
が
極
め
て
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
手
織
で

絹
及
び
絹
綿
交
織
の
よ
う
な
手
の
と
ん
だ
織
物
を
生
産
し
て
い
る
が
、
毛
織
物
も
か
な
り
浸
潤
し
始
め
た
。
と
れ
と
よ
く
類
似
し
て
い
る

の
が
中
島
郡
で
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
産
業
革
命
の
波
が
お
し
よ
せ
て
来
る
と
、
零
細
企
業
を
主
体
と
し
た
古
い
機
業
地
は
こ
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明
治
四
十
一
年
の
織
屋

(
賃
織
は
除
く
、
単
位
は
一
戸
)

現
在
の
一
宮
市
か
ら
尾
西
市
・
木
曾
川
町
に
か
け
て
の
集

団
、
東
部
の
江
南
市
を
中
心
と
せ
る
集
団
、
南
部
の
津
島
市
を

中
心
と
せ
る
集
団
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
と
り
巻
い
て

賃
織
地
域
が
あ
る
。
明
治
中
期
以
後
に
お
け
る
尾
張
平
野
の
農

村
地
帯
は
一
般
に
人
口
の
減
少
を
示
し
て
い
る
が
、
織
屋
の
集

団
地
域
は
著
し
い
急
増
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
機
業
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
域
が
強
い
人
口
吸
引
力
を
も
っ
た
た
め
で
あ
る
。

図
2 

図
3

明
治
四
十
一
年
の
織
物
の
種
類
と
織
機

内
円
と
外
円
の
関
係
に
よ
っ
て
、
経
営
規
模
の
大
小
、
織
物
種
類
と
織
機
と
の

関
係
な
ど
か
ら
、
機
業
の
地
域
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
葉
栗
郡
、

B
中
島
郡
、

C
海
部
郡

E
東
春
日
井
郡
と
西
春
日
井
郡
。

(
海
東
郡
・
海
西
郡
)
D
丹
羽
郡
、

E 

;物
r外円It縮推数

/守ぷ定当:-tf
f・・・・織 t::~?:~・織
，城、1::JI"~者

内円|ま生産高

5響~~
絹・絹紙撤湖

木
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の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
大
企
業
の
間
隙
を
縫
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幕
末
の
綿
織
か
ら
絹
織
交
織
へ
、

し
か
も
縞
物
製
織
と
い

う
古
い
技
術
を
生
か
し
な
が
ら
、
手
の
こ
ん
だ
織
物
を
生
産
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
の
毛
織
物
生
産
の
基
盤
を
な
し
て
い

る
。
こ
れ
に
比
し
て
海
部
郡
は
綿
織
物
の
ほ
か
に
毛
織
物
を
早
く
取
り
入
れ
、
明
治
末
期
に
す
で
に
金
額
に
し
て
四
分
の
一
の
生
産
を
あ

げ
て
い
る
。
そ
し
て
絹
及
び
絹
織
交
織
を
生
産
せ
ず
新
規
織
物
の
生
産
に
乗
り
出
し
た
地
域
と
し
て
特
色
が
あ
る
。
ま
た
葉
栗
郡
や
中
島

郡
に
比
し
て
、
織
機
数
の
割
に
生
産
高
(
金
額
)
が
少
な
い
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。
こ
の
織
機
と
生
産
高
の
関
係
は
丹
羽
郡
や
東
西
春
日

井
郡
も
同
様
で
、
共
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
葉
栗
郡
や
中
島
郡
の
古
い
機
業
地
よ
り
も
単
純
な
織
物
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
、
葉
栗

郡
や
中
島
郡
の
織
屋
の
出
機
が
深
く
喰
い
込
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
丹
羽
郡
は
生
産
高
の
四
分
の
一
ぐ
ら
い
絹
及
び
絹
織
交
織
が
混
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
葉
栗
・
中
島
両
郡
の
境
界
地

域
で
、

一
宮
に
つ
づ
く
一
連
の
機
業
集
団
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
犬
山
扇
状
地
の
養
蚕
地
帯
を
背
景
と
し
て
生
糸
と
の
関
係
が
深
く
、
葉

栗
・
中
島
両
郡
と
共
通
的
基
盤
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
産
業
革
命
に
よ
っ
て
中
島
郡
及
び
そ
の
東
南
地
域
の
綿
作
と
紹
糸
部
門
が

破
壊
さ
れ
て
も
、
養
蚕
は
崩
壊
せ
ず
む
し
ろ
盛
大
を
極
め
て
い
た
こ
と
が
、
機
業
と
の
相
関
性
を
持
続
さ
せ
た
。
丹
羽
郡
に
お
け
る
力
織

機
の
浸
潤
度
は
最
も
高
く
、
手
織
機
に
対
し
一

O
%を
占
め
、
こ
こ
に
も
産
業
革
命
の
波
が
お
し
よ
せ
て
い
る
。
単
純
な
白
布
綿
織
を
大

量
に
生
産
し
始
め
た
の
も
、
古
い
機
業
地
に
対
し
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

尾
西
機
業
地
域
を
織
物
の
種
類
に
よ
っ
て
地
域
区
分
し
て
み
る
と
、

一
宮
市
及
び
そ
の
周
辺
か
ら
西
部
と
北
部
の
木
曽
川
沿
岸
に
か
け

て
、
絹
及
び
絹
綿
交
綿
交
織
と
綿
織
と
毛
織
を
混
入
し
た
地
域
、
東
部
の
古
知
野
町
か
ら
岩
倉
町
に
至
る
綿
織
地
域
、
南
部
の
津
島
市
を

中
心
と
し
た
綿
織
と
毛
織
地
域
に
分
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
宮
市
を
中
心
し
た
古
い
機
業
地
は
絹
・
綿
・
毛
織
の
多
様
性
に
富
ん
だ
複
雑
な

織
物
地
域
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
周
辺
地
域
は
綿
織
を
主
と
し
た
単
純
な
織
物
地
域
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
織
機
か
ら
み
る
な
ら
ば



い
つ
ま
で
も
手
織
機
を
残
存
さ
せ
て
、
手
の
こ
ん
だ
織
物
を
生
産
す
る
形
態
を
持
続
さ
せ
、
周
辺
地
域
は
産
業
革
命
の

波
に
乗
っ
て
力
織
機
の
浸
潤
を
早
め
て
、
力
織
機
浸
潤
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。
零
細
企
業
の
集
団
し
て
い
る
古
い
機
業
地
が
、
僅
か
の

古
い
機
業
地
は
、

資
本
で
農
村
賃
織
に
依
存
し
、
大
企
業
の
間
隙
を
縫
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
周
辺
地
域
は
大
資
本
を
も
っ
た
大
型
工
場
が
取
り
巻
い
て
い

る
。
こ
こ
に
も
産
業
革
命
の
波
動
が
地
域
的
に
異
っ
た
形
態
で
影
響
し
、
異
質
の
機
業
地
域
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

回

む

び

ナ

山
尾
西
機
業
は
木
曽
川
沿
岸
に
派
生
し
産
業
革
命
期
に
は
急
激
に
内
陸
部
に
向
っ
て
浸
潤
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
機
業
文
化
扇
状
地
の

拡
大
と
み
る
と
と
が
で
き
る
。

問
機
業
文
化
扇
状
地
の
扇
央
及
び
扇
端
部
に
機
業
の
拠
点
が
発
達
し
、
そ
こ
を
中
心
と
し
て
更
に
拡
大

し
て
い
る
。
そ
の
拠
点
は
一
宮
市
・
津
島
市
・
古
知
野
町
で
あ
る
。

倒
産
業
革
命
期
に
お
け
る
尾
西
機
業
の
賃
織
地
域
の
限
界
は
東
部

産業卒命期の尾西機業地域

の
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
町
を
結
ぶ
線
上
、
南
部
は
海
部
郡
の
南
端
、
北
部
と
西
部
は
木
曽
川
を
僅
か
越
し
た
線
上
で
決
定
さ
れ
て
い

る。

凶
産
業
革
命
に
よ
っ
て
綿
作
と
紹
糸
部
門
は
破
壊
さ
れ
た
が
、
機
業
は
外
綿
の
輸
入
と
当
時
盛
大
を
極
め
た
養
蚕
製
糸
に
よ
っ
て

一
層
隆
盛
に
向
っ
た
。

問
機
業
の
経
営
は
零
細
的
な
も
の
が
多
く
、
こ
れ
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
手
の
こ
ん
だ
絹
及
び
絹
綿
交
織

の
よ
う
な
織
物
を
生
産
し
て
、
大
企
業
の
間
隙
を
縫
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
れ
が
古
い
機
業
地
に
絹
及
び
絹
綿
交
織
地
域
を
形

成
し
て
い
る
。

制
古
い
機
業
地
を
取
り
巻
い
て
比
較
的
大
規
模
の
工
場
が
、
産
業
革
命
の
進
行
と
共
に
創
設
さ
れ
、
単
純
な
織
物
地
域

を
つ
く
っ
た
が
、

そ
の
中
に
も
零
細
的
な
も
の
が
付
随
し
て
い
る
。

間
そ
れ
と
同
時
に
古
い
機
業
地
の
中
に
も
大
型
工
場
が
現
れ
て
き

た
。
こ
れ
は
古
い
地
位
層
の
上
に
新
し
い
地
位
層
が
形
成
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
零
細
的
機
業
経
営
の
残
存
性
は
強
く
、
こ
の
形
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態
を
も
っ
て
大
正
時
代
の
毛
織
物
生
産
に
向
っ
た
。

附
明
治
末
期
に
お
け
る
毛
織
物
の
浸
潤
は
葉
栗
・
中
島
・
海
部
郡
に
現
れ
た
が
海
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部
郡
が
最
も
浸
潤
性
が
強
い
。
力
織
機
の
浸
潤
は
丹
羽
郡
の
一

O
Mを
除
い
て
、
他
都
は
ほ
と
ん
ど
手
織
機
を
使
用
し
そ
の
普
及
の
度
が

緩
慢
で
あ
っ
た
。

同
尾
西
機
業
を
育
成
し
て
い
た
綿
作
と
藍
作
は
明
治
二

O
年
ご
ろ
か
ら
、
急
激
に
衰
退
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
桑
の
栽

培
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
も
丹
羽
・
葉
栗
・
東
春
日
井
郡
と
中
島
郡
の
一
部
に
集
中
す
る
傾
向
を
示
し
、
そ
れ
が
機
業
と
相
関
性
を

持
っ
て
い
る
。

間
尾
張
平
野
の
東
北
部
は
養
蚕
地
域
が
確
立
し
、
そ
れ
よ
り
西
南
部
が
機
業
地
域
と
な
っ
て
地
域
を
分
割
し
、
そ
の
機

業
各
地
域
は
一
宮
市
を
中
心
と
し
た
綿
・
絹
・
絹
綿
交
織
・
毛
織
な
ど
の
混
合
地
域
、
東
西
春
日
井
郡
と
丹
羽
郡
の
一
部
に
綿
織
地
域
、

海
部
郡
の
綿
・
毛
織
地
域
と
な
っ
て
地
域
的
分
業
形
態
が
形
成
さ
れ
た
。

山
産
業
革
命
の
波
動
は
異
っ
た
形
態
で
、
尾
西
機
業
地
域
の

各
地
に
影
響
し
、
異
質
の
機
業
地
域
を
生
じ
た
。
そ
し
て
次
の
時
代
の
機
業
地
域
の
基
盤
を
確
立
し
た
。

(6) (5) (4) (3) (2) (1) 

拙
稿
「
幕
末
よ
り
明
治
初
期
に
お
け
る
尾
西
機
業
の
地
域
形
成
」
地
理
学
評
論
ヲ
一
三
巻
六
号
、
昭
和
三
六
年
六
月

森
徳
一
郎
「
尾
西
織
物
史
」
七
七
頁
|
八
五
頁
、
昭
和
一
四
年
四
月
、
原
本
は
渡
辺
一
郎
氏
所
蔵
の
も
の
。

小
菅
廉
、
伊
藤
孝
之
助
、
笠
原
久
保
「
尾
参
宝
鑑
」
一
四
八
頁
、
明
治
三
O
年一

O
月

玉
城
章
「
愛
知
県
毛
織
物
史
」
昭
和
三
三
年

塩
沢
君
夫
、
川
浦
康
次
「
寄
生
地
主
制
論
」
昭
和
三
三
年
(
二
八
八
頁
の
表
を
筆
者
が
整
理
作
成
し
て
使
用
し
た
)

田
中
啓
爾
「
地
理
的
総
合
研
究
」
昭
和
三
三
一
年




